
時代 山城の歴史 宇治茶の歴史
平安時代
（794年～ 1185年）

唐から蒸すなどして不揉製で、煎茶法で飲む茶が伝わる
　【お茶を煮出して飲む文化】

815 山城を含む畿内などに茶を植え、これを献上することを命ず
（『日本後紀』【お茶が登場する日本最古の記録】）
平安京大内裏茶園の茶を宮廷法会「季御読経」で使用

1053 平等院鳳凰堂建立

1102 白川金色院建立

1107 浄瑠璃寺九体阿弥陀堂建立

鎌倉時代
（1185年～ 1333年）

宋から蒸製で不揉製、点茶法で飲む茶が伝わる
　【お茶をお湯にとかして飲む文化】

1222 海住山寺磁心、瓶原大井手を開
削すると伝える

栂尾で茶の栽培開始

1331 元弘の乱、笠置寺を焼失する
宇治で茶の栽培開始

南北朝時代
（1334年～ 1392年）

闘茶（茶かぶき）が流行
1374 宇治茶を贈答用に使う

（「信秋記」【宇治茶の初見史料】）少なくとも鎌倉時代末期までには宇治で茶の栽培が始まって
いることが推定できる

室町時代
（1393年～ 1573年）

1428 正長の土一揆起こる
1476頃 宇治の茶が栂尾茶とともに天皇や将軍家が愛飲するトップブランド茶となる

1481 一休宗純没する
1485 山城国一揆起こる 「無上」「別儀」という初期ブランド茶が誕生

　【宇治茶師が宇治郷を中心として広く分布する茶園を経営し、常によりよい商品を開発】
16世紀初 茶の湯の登場

16世紀後半 宇治七名園の成立
覆
おおいした
下茶園の出現（宇治市）
中宇治に、茶の湯で使用する茶をつくる、宇治茶師の屋敷街が形成される

安土桃山時代
（1573年頃～1603年）

1573 織田信長、宇治槇島に足利義昭
を降す。室町幕府滅亡

1577 ポルトガル人宣教師・ジョアン・ロドリゲス『日本教会史』において宇治の覆
おおいした
下茶園の様子を

記載
1582 本能寺の変、山崎の合戦

1584 豊臣秀吉　宇治郷に対して「禁制」をだし、その特権を認める
1587 豊臣秀吉　京都北野で大茶会を催す

茶の湯の大成（千利休）
江戸初期
（1603年～ 1691年）

1632 お茶壺道中が制度化される（約250年間、幕末まで続く）
【宇治茶師は、合組とよばれるブレンドを行うなどの創意工夫を凝らし、京都をはじめとす
る茶人の好みに合わせた茶をつくる】

1639 松花堂昭乗没する
1654 明から釡炒りで揉み製、淹茶法で飲む茶が伝わる

　【お茶をお湯にひたしてエキスを飲む文化】
1663 隠元、宇治に万福寺を開く

1690 ドイツ人医師・ケンペル　『日本誌』に宇治茶のことを記載する
江戸中期
（1692年～ 1779年）

1712 木津川大洪水
1735 売茶翁　京の東山に通仙亭という茶店を設ける

　【文人や知識人に煎茶趣味が流行するきっかけ】
1738 宇治製法（青製煎茶製法）を発明（宇治田原町）

江戸で煎茶　大流行
幕末までに、全国に宇治製法が普及する

江戸後期
（1780年～ 1867年）

茶園造成が行われるなど煎茶の産地が広がる
1835 玉露を開発（宇治市）

覆
おおいした
下栽培が木津川沿いの河川敷や丘陵にも拡大

1859 横浜・長崎開港（日本茶輸出が始まる）
木津川沿いの上狛に宇治茶の集散地となる問屋街が形成される

1867 神戸開港
　【宇治茶、主要輸出商品として外貨獲得に貢献】
　【茶問屋が輸出発信基地】

明治時代
（1868年～ 1912年）

山なり茶園の開墾（煎茶の生産体制の強化）
1870 童仙房開拓はじまる
1876 官営鉄道（現JR)京都大阪開通 1896 茶集散地を結ぶ路線開通（京都～宇治～上狛～奈良間）
1898 宇治郡などで動力電力供給開始 女子教育の一環に茶道が取り入れられる
1901 木津農学校開校 輸入から国内販売に転じたことにより、宇治茶が一般家庭に普及する
1911 相良郡に動力電力供給開始

大正時代
（1912年～ 1926年）

機械製茶が増加

昭和時代
（1926年～ 1989年） 1955 手鋏による摘採が始まる

1965 可搬型摘採機による摘採が始まる
山成茶園の開墾、防霜ファンの設置が始まる

平成時代
（1989年～） 1998 乗用型摘採機による摘採が始まる

地形改良による集団茶園の造成

日本特有の抹茶の誕生

蒸し製法による
煎茶の誕生

玉露の誕生

宇治茶の歴史と発展
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茶生産景観の進化変遷
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採
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よ
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採
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山
城
村
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名　称 概　　　　　要

宇治市域の宇治茶の
生産景観
（中

なか

宇
う

治
じ

・白
しら

川
かわ

）

※一部、文化財保護
法による重要文化的
景観に選定

○てん茶（抹茶）と玉露生産の歴史の中で欠くことのできない重要な位置を占めるとともに、
日本の緑茶生産史上の核となす地域で、その歴史が、茶園及び茶問屋と茶農家の町並み
の中に体現されている。
○評価基準（ⅲ）（ⅴ）（ⅵ）を示す代表事例。
・宇治では14世紀前期までに茶の栽培がはじめられており、16世紀後期にはこの地で覆

おおい

下
した

栽培が開発されて日本固有の抹茶を生むとともに、19世紀には宇治製法との融合によ
り玉露も生み出された。
・茶園は宇治川河川敷や中宇治から白川にかけての丘陵地などに営まれており、伝統的な
本
ほん

簀
ず

及び寒
かん

冷
れい

紗
しゃ

による覆
おおい

下
した

茶園の景観が見られる。
・中宇治には、江戸時代に抹茶などの高級茶の製造と販売を独占した宇治茶師の屋敷をは
じめとする茶問屋の町並みが形成されている。町並みの中には荒茶の製造を行う茶工場
を持つ茶農家も残る。

城陽市域の宇治茶の
生産景観
（上

こう

津
づ

屋
や

）
八幡市域の宇治茶の
生産景観
（上

こう

津
づ

屋
や

・野
の

尻
じり

・岩
いわ

田
た

）

○宇治郷に限られていた覆
おおい

下
した

茶園が19世紀以降に拡大された、宇治茶の展開過程を示す地
域で、その歴史が、木津川の造り出す風土の中に体現されている。
○評価基準（ⅲ）（ⅴ）（ⅵ）を示す代表事例。
・木津川河川敷の平坦な地を利用し、伝統的な本

ほん

簀
ず

及び寒
かん

冷
れい

紗
しゃ

による覆
おおい

下
した

茶園が営まれて
いる。
・河川敷に堆積する砂混じりの柔らかい土質を活かして栽培される茶は、松の葉のような
濃い緑になり、「浜茶」と呼ばれる。
・木津川両岸に茶業集落が形成され、多くのてん茶工場が営まれる中に、木造の揉み茶及
びてん茶工場が点在する。

京田辺市域の宇治茶
の生産景観
（飯

いのおか

岡）

○丘陵の地形と地質を活かした覆
おおい

下
した

茶園の拡大過程を示す地域で、木津川沿いの独立丘陵
の地形を活かした玉露生産の土地利用と景観をひとまとまりで残している。
○評価基準（ⅲ）（ⅴ）（ⅵ）を示す代表事例。
・木津川左岸の独立丘陵に集落と覆

おおい

下
した

茶園が立地し、丘陵周辺の低地には水田と畑地が広
がっており、河川、平地、丘陵からなる伝統的な玉露生産の土地利用を今に残している。
・丘陵頂部には京都府南部の山城地域を代表する古墳群が築かれ、地形を活かした生活の
歴史が刻まれている。
・集落内には江戸時代以来の手揉みによる茶工場も数多く残る。

宇治田原町域の宇治
茶の生産景観
（湯

ゆ

屋
や

谷
だに

、奥
おく

山
やま

田
だ

、郷
ごう

之
の

口
くち

）

○「宇治製法（青
あお

製
せい

煎
せん

茶
ちゃ

製
せい

法
ほう

）」が生み出され、日本全国に緑茶が広まる起源となった、煎
茶生産史上の核をなす地域で、自然条件を活かした生産と流通の土地利用及び景観に刻
まれている。
○評価基準（ⅲ）（ⅴ）（ⅵ）を示す代表事例。
・古くからお茶の栽培が始められた地域で、大福谷には谷筋の地形を活かした原形という
べき茶園が残る。一帯には大規模な山なり茶園も形成され、寒暖の差の大きい気候を活
かした煎茶が生産される。
・18世紀には、湯屋谷において永

なが

谷
たに

宗
そう

円
えん

によって「宇治製法（青
あお

製
せい

煎
せん

茶
ちゃ

製
せい

法
ほう

）」が開発され、
色・形・香・味ともに優れた日本固有の煎茶が誕生した。この煎茶は江戸に販路が開か
れることで、全国に普及した。同地には永

なが

谷
たに

宗
そう

円
えん

の生家が一部を残して継承されている他、
茶農家及び茶問屋の集落が立地する。
・陸上及び水上交通の結節点である郷之口には茶問屋街が発達し、茶問屋の町家が残る。
・煎茶の歴史上欠くことのできない重要性を持つ技術革新と販路拡大がなされた地である。

整理票1

2 資産に含まれる文化財資産に含まれる文化財

名　称 概　　　　　要

和束町域の宇治茶の
生産景観
（原

はら

山
やま

、釡
かま

塚
つか

、石
いし

寺
てら

、
撰
えり

原
はら

、湯
ゆ

船
ぶね

）

○露
ろ

地
じ

茶園と茶農家集落が一体となった土地利用と、江戸時代以来の宇治茶生産地の拡大
過程を示す多様な山なり茶園の景観を見せる地域で、露

ろ

地
じ

茶園を主とする宇治茶生産の
土地利用と景観を代表し、かつ宇治茶生産の拡大過程を典型的に示している。

○評価基準（ⅲ）（ⅴ）（ⅵ）を示す代表事例。
・東端に位置する湯船や修験の行場であった鷲

じゅう

峰
ぶ

山
さん

の麓集落である原山は、古くからの煎
茶産地である

・湯船や原山には、手揉みの茶工場を含む伝統的な屋敷構えを伝える茶農家の住居が群と
して残り、特有の集落景観を形成している。

・19世紀半ば以降に煎茶が輸出品目となると、町内の茶生産地が拡大し、集落裏側の山腹
を山なりに開墾した大規模な露

ろ

地
じ

茶園が形成された。なかでも、原山、釡塚、石寺及び
撰原の各地区では、集落と山なり茶園の織りなす大規模かつ良好な景観がみられ、京都
府の文化的景観に選定されている。

南山城村域の宇治茶
の生産景観
（田

た

山
やま

、高
たか

尾
お

、童
どう

仙
せん

房
ぼう

、
今
いま

山
やま

）

○木津川水運を背景に、幕末からの煎茶の輸出を契機として、高い標高を活かした露
ろ

地
じ

茶
園を徐々に拡大してきた地域で、明治以降の各段階における宇治茶生産の拡大の歴史が、
高い標高に展開する独特の風土の中で展開した土地利用と景観に刻まれている。

○評価基準（ⅲ）（ⅴ）（ⅵ）を示す代表事例。
・村の南半に所在する田山、高尾では、山中に山なりに開墾された茶園が点在し、その多
くで畝が縦に通される。縦畝は乗用型摘採機の導入にも適しており、生産の合理化と伝
統的な景観とが両立してもいる。高尾では独立して立地する家屋の周囲を茶園と水田が
取り巻く独特の土地利用が見られる。

・昭和44年の高山ダム建設により、茶栽培に好適な霧の発生地域が広がり、田山と今山に
新たに緩勾配の露

ろ

地
じ

茶園が造成された。
・童仙房は標高500ｍの山間の平坦地に明治初期に開墾された集落で、水田と山なり茶園
が対をなす素朴な景観が残る。

　・田山、高尾、童仙房、今山は、京都府の文化的景観に選定されている。

木津川市域の宇治茶
の生産景観
（上

かみ

狛
こま

）

○木津川と奈良街道が交差する地に位置する上狛には、水陸両交通の結節点としての地の
利を活かして茶問屋街が形成されている地域で、煎茶の生産拡大にともなって形成され
た茶問屋街である。

○評価基準（ⅲ）（ⅴ）（ⅵ）を示す代表事例。
・幕末からの煎茶の輸出拡大にともない、茶問屋街へと発展したもので、街道に沿って幕末
から昭和初期にかけて建設された広い間口を有する茶問屋が立ち並ぶ通り景観を見せる。

評価基準
（ⅲ） 文化的伝統や文明の存在を伝承する証拠で希有な存在：「日本の緑茶という固有の文化的伝統の起源

と伝統的生産技術を伝承する証拠」
（ⅴ） ある文化を特徴づける土地利用形態の見本：「日本の緑茶生産を特徴づける土地利用と景観」
（ⅵ） 人類の歴史上の顕著な普遍的意義を有する出来事や伝統、思想、信仰、芸術との関連：「国民諸階層

を対象とした喫茶文化の形成への寄与」



 覆下茶園

 露地茶園

 てん茶工場

 揉茶工場
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伝統的な本簀及び寒冷紗による覆下茶園 河川敷の平坦な地を利用した覆下茶園

丘陵の地形と地質を活かした覆下茶園

谷筋の地形を活かした茶園 急斜面の山が頂まで開墾された山なり茶園

家屋の周囲を取り巻く独特な土地利用の茶園 急勾配の斜面に畝が縦断する茶園

木造のてん茶工場

江戸期の揉茶工場

昭和初～中期の揉茶工場 昭和後期の鉄骨造の揉茶工場

明治～大正期の揉茶工場

鉄骨造のてん茶工場
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構成要素ごとの位置図と写真2



① 上津屋の集落

③ 木津川河川敷に広がる覆下茶園

　木津川右岸の河川敷には、水はけの良い砂地を利用して、
本簀や寒冷紗を用いた覆下茶園が広がっています。

② てん茶工場

①①

①③
②②

① 流れ橋と木津川河川敷に広がる覆下茶園

　木津川にかかる流れ橋は、かつて一つの集落だった両岸の
上津屋を繋いでいます。河川敷には覆下茶園が広がります。

上津屋

野尻

岩田

② 上津屋の集落

　茶園から木津川の堤防を挟んで、上津
屋の浜垣内集落が立地しています。かつ
ての揉み茶の茶工場が残り、奥には重要
文化財伊佐家の屋敷森もうかがえます。

③ 野尻の覆下茶園

　堤防内に立地する覆下茶園では、４月
中頃から寒冷紗による覆いがかけられま
す。一年のうちで新茶を控えたこの時期
にしか見られない茶園景観です。
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③ 丘陵の地形を活かした飯岡の土地利用

　河川沿いの独立丘陵という独特の地形を巧みに利用して、
茶園、果樹園と集落が丘陵を覆い尽くすように展開し、さら
に竹林が外周を取り巻いています。

　宇治田原茶発祥の地とされる谷筋に営まれる
茶園。細い谷筋は山林によって遮光され、天然
の覆下のような環境を作り出し、お茶の新芽へ
の霜害を防ぎます。

⑧ 大福谷の茶園
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　永谷宗円が「青製煎茶製法」
を開発したと伝えられる地。江
戸に販路を開いたため、谷深い
地ながら茶問屋が並ぶ特異な集
落形態が見られます。

　集落背後の山を頂に至るまで大規模に開
拓した急斜面の山なり茶園が、迫力のある
景観を見せます。

　早期に茶生産が開始された湯船に
は、二階建ての手揉みの茶工場を有
する茶農家の屋敷が群として残され
ています。
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⑤

石寺・撰原

釜塚

原山

湯船

①① ①②

① 石寺の山なり茶園

④ 釜塚集落の茶工場

⑤ 原山の円形茶園 ⑥ 金胎寺宝篋印塔（正安２年銘）

② 撰原の山間の茶園

①③

①④

⑦ 湯船の伝統的民家と茶工場 ⑧ 湯船集落と茶園

⑧

⑦
⑨
⑧

⑦
⑨

①⑥

⑤

　石寺と撰原は、和束川を挟んで立地しますが、茶畑は谷底を通る主

要道からは見えません。集落に上がると、天空に駆け上るような山な

り茶園など、素晴らしい茶畑景観が広がります。

　釜塚では江戸時代より茶生産が行

われていましたが、戦後の増産にと

もない、山の頂に至るまで茶園として

開墾された迫力のある景観が生まれ

ました。

　山裾には茶農家等が密集する集落

があり、製茶機械用の平屋の木造茶

工場が多数残されています。

　原山は、鷲峰山にある中世山岳寺院を代表する金胎寺の麓集落

で、街道から一段上がった標高の比較的高いところに位置します。

修験の行場であった金胎寺の活動のなかで、原山は和束のなか

でもっとも早くから茶がもたらされたと考えられています。集

落を取り囲むように山なり開墾の茶畑が広がり、集落内には手

揉み製茶用の古い二階建て茶工場が多く残されています。

　湯船では、林業、稲作、茶業の3つの生業が展開されてきました。

伝統的民家や茶工場を含む集落景観がよく残されており、宇治茶の生

産集落を代表する地区となっています。外での農作業にあわせて雪隠

や井戸屋形が屋敷の周囲に配置されているのも特徴です。

ほうきょういんとう

せっちん
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童仙房
　南山城村の北端に位置する、京都府南部で最も標高の高い地

区で、明治期に新しく開拓された村です。戦後にも大きく開拓

され、独特の茶園経営がなされてきました。

高尾　名張川の左岸に位置する標

高の高い丘陵上に開かれた茶

生産集落です。急勾配の斜面

に南山城特有の縦畝茶園が広

がります。岩が多い地質の影

響から、所々に茶園から岩が

露出する光景も見られます。

　昭和 44 年の高山ダム建

設に伴う新たな造成地で、

木津川右岸の丘陵地に位

置します。他と異なる平

坦な茶園が広がります。

田山
　名張川の右岸に位置し、緩やかな丘陵に多くの谷筋が入る

地形に茶生産景観が広がります。集落、水田と茶園がまとま

りをなす伝統的茶園景観に加え、集落から離れた山間に大規

模な縦畝の茶園が広がる集団茶園も見られます。

①①

②②

③③

④⑤

④④

⑤⑥

⑥⑦

⑨⑨

⑩⑩

名
張
川

④⑧

　南山城村の中でも童仙房で
は縦畝ではなく横畝が優勢で、
村内の茶生産の景観の多様性
がうかがえます。

　斜面の茶畑と平地の水田が
対になる茶生産の原風景が見
られます。

① 童仙房の集団茶園

　山中に突如現れる町並みは
開拓村としての童仙房の歴史
を物語ります。

縦畝が丘を越えるように走ります。

　比較的勾配が急な茶園が多い高
尾の茶園の中でも異彩を放つ、丘
一つを丸ごと開拓した茶園。

③ 童仙房の町並み

⑤ 高尾の集団茶園

⑦ 岩山の茶園

　急勾配の斜面に、茶園が家屋を
取り巻くように開かれています。

⑥ 高尾の茶園と家屋
　畝の向きが複雑に変化し、斜面を
織りなしていく独特の風景が一望で
きます。

　斜面の茶園と平地の水田の間に
家屋が立ち並ぶ、昔ながらの茶農
家の生活景が良く残っています。

⑨ 田山の集団茶園

⑩ 田山の集落と茶園

　高尾と同じく縦畝が斜面いっぱ
いに広がる田山の茶園景観。

⑧ 田山の縦畝茶園

② 茶畑と水田

今山

⑪ 今山の茶園
　平坦で畝長約 200ｍに及ぶ、他に
類を見ない茶園景観です。
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